
古屋敷村 映写寄合 - Furuyashiki-mura Cine Projection Meeting

映像が伝える山里の暮らし 

春に身近な山菜を採り、夏に田や畑の草を刈り、秋に茅場でススキを刈り、冬に山にこもって炭を焼く・・・

どこにでもあった、そんな山里の暮らしが最近では見られなくなっています。

映画に記録されたかつての村の風景や最近行われたかやぶき作業の学習風景を撮影した映像を見な

がら、連綿と繰り返されてきた普通の生活に秘められた知恵を伝承することについて自由に語り合う催しで

す。・・・入場無料、出入り自由、どなたでもご参加ください。

日　 時／２０１２年２月２６日［日］

会　 場／十日町の蔵 （上山市十日町・十日町郵便局向かい）

入場料／無料

プログラム／

１０：００　【開場】

１０：１０　【映画上映】

ドキュメンタリー映画 「ニッポン国古屋敷村」 （後半部）
1982／日本語／カラー／16mm

監督：小川紳介　撮影：田村正毅　現地録音：菊池信之　録音：浅沼幸一

詩：木村迪夫　音楽：関一郎　製作：伏屋博雄　制作会社：小川プロダクション

1980 年（昭 55）、81 年（昭 56）にかけ、既に８軒ばかりとなっていた蔵王山麓の古屋敷村に小川紳介

監督率いる小川プロダクションが入り込み、ともに農業を営みながら丹念に冷害の原因究明や村民の個

人史を聞き取り、完成させたドキュメンタリー映画の傑作「ニッポン国古屋敷村」。

210 分の長編作品のうち、当時の村民が村の生活や歴史を語る部分が収められた後半部を上映し、

当時まだ残されていた村の暮らしや風景を振り返ります。 

１２：００　【味わいの時間】
1 月 22 日に東地区公民館を会場に開催した「昔のごちそう学習会～寒中篇」

の際に作り、保存してきた「かきもち」など、昔から上山の農山村に伝えられ、食べ

られてきた季節の味を味わいます。

１３：００　【上映懇談会】

ビデオ 「失われた村再生プロジェクト　～古屋敷村かやぶき学習会２０１１」

「ニッポン国古屋敷村」から 30 年。当時の村民で住む人はいなくなり、厳しい自然による風化などで

古屋敷村は年々寂しく朽ちてきています。

古屋敷村の風景を形づくってきた茅葺き屋根の家が一軒一軒減っていく一方、

近在に茅葺きの技術を持つ人も少なくなっています。

失われつつある茅葺きの技術を学び、茅葺き屋根の再生に生かそうと 2011 年

に催した「かやぶき学習会」の様子を映像で振り返りながら、茅葺き屋根の保存と

技術の伝承の今後を語ります。

１５：００　【閉場】

（主催）古屋敷村の保存を考える会　（共催）上山市　（後援）特定非営利活動法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭

公益財団法人 トヨタ財団　地域社会プログラム助成事業


